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和歌山県看護連盟会長 松浦 三代 

新年明けましておめでとうございます。 

平素は、和歌山県看護連盟の活動にご支援とご協力を賜り誠にありが

とうございます。 

また、昨年７月、会長就任以来、県役員、関する委員の皆様をはじめ、

会員の皆様、関係団体の皆様には多大なるご指導とご鞭撻を賜り深く感

謝申し上げます。 

事務所移転に際しましては、ご報告が不十分であったため多くの会員

の皆様にご迷惑とご心配をお掛けいたしました。改めてお詫び申し上げ

ます。 

さて、和歌山県看護連盟は「ベッドサイドから政治を変える」のスローガンのもと、「確かな政策力、

強力な集票力を持つ組織をつくる」ことを目標に、県民の健康増進に努め、安全で安心の医療・看護が

提供できるように、看護職の働く環境の整備と看護政策実現のため今年も全力で取り組んでまいります。 

来年は、第24回参議院議員選挙の年となります。看護政策実現のためには、強靭な組織力が必要で

す。連盟が多くの会員を擁し、看護職の代表を国政の場に送り出さなければなりません。和歌山県看護

連盟の目標会員数は2500名、目標得票数は3000票です。必ず、目標達成できるように「現場の声」

をしっかりと受け止め、和歌山県看護協会と共に力を合わせ活動してまいります。 

また、私たちの活動を支援してくださる和歌山県議会議員の先生方との連携を強化し、和歌山県にお

ける看護政策実現向け、県政に積極的に働きかける活動をしてまいります。 

今年も和歌山県看護連盟にご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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日本看護連盟会長 草間 朋子 
自律した謙虚な組織を目指して 

 新春のお慶び申し上げます。 

 うれしいニュースに後押しされ、晴れ晴れとした気分で輝かしい新春を迎えることが

できました。 

 国会議員が衆参合わせて 4 人になりました。看護師の業務拡大を実現した新保助看法

が10月から施行されることになりました。 

昨年 12 月に行われました衆議院選では、4 期目の議員としてあべ俊子先生を国会に

送り出すことができました。さらに、看護職の木村弥生議員を誕生させることができま

した。日本看護連盟が、衆議院、参議院（たかがい恵美子先生、石田まさひろ先生）と

もに、それぞれ二人の先生方を国会議員として送り出すことができる組織であることを心から嬉しく思っており

ます。 

年頭にあたり、現場の意見をしっかり吸い上げ、医療保健介護を取り巻く環境を、看護の視点から、国民目線

に立って積極的に改善することができるさらに力強い組織に成長させることを約束させていただくと同時に、会

員のみなさまのご支援・ご協力をお願いいたします。 

看護連盟の実行力、結束力は素晴らしいです。「羊」年です。「品性・品格」をもった「自律」した「謙虚」な

組織であり続けましょう。 

 

 

 

和歌山県看護協会会長 古川 紀子 
新年明けましておめでとうございます。 

会員の皆様におかれましては良いお年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

和歌山県看護協会は、公益社団法人として３年を経過します。今年も県民の皆様、会

員の皆様に貢献できる看護協会を目指し、一意専心努力してまいります。 

 現在、県民の皆様が、地域でいきいきと安心して生活できる環境づくりが求められて

おり、看護職の役割は拡大し、一層重要となってきております。 

 「病院」から「在宅」へ、「そこそこ入院」から「ほとんど在宅」という地域包括ケア

の時代には、これまで以上に身近で頼りになる存在として、質が高く満足できる看護を

「いつでも・どこでも」提供できる人材が求められています。 

 和歌山県看護協会では、医療を必要とされる方々にふさわしい看護が提供できるよう、行政や関係団体等との

連携を強化しながら、県民の皆様の健康な生活の実現に寄与いたします。 

さて、平成 18 年度から検討を重ねて参りました新看護研修センターにつきましては、4 月に開設を目指して

準備を進めているところです。充実した研修、交流、災害支援、地域交流のなど公益社団法人として、期待され

る役割が発揮できるよう努めてまいります。 

また、看護界が抱えるさまざまな課題に対して対応していくためには、和歌山県看護連盟と看護協会の二つの

組織が連携・協働することが大切です。看護連盟と一致協力して看護の課題に対応していく所存です。 

最後に、会員の皆様のますますのご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げ、新年にあたってのご挨拶といたし

ます。  
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衆議院議員 あべ 俊子 
和歌山県看護連盟の皆様、あけましておめでとうございます。 

 昨年は、第二次安倍内閣改造にて農林水産副大臣を拝命。 

その後 12 月の衆議院解散選挙では、全国の看護連盟の皆様の温かく力強いご支援を

賜り国政の場へ戻ることができました。 

改めて皆様のお力添えの大きさをかみしめますとともに、この場をお借りいたしまして

真心より感謝申し上げます。 

この責任の重さを胸に初心を忘れることなく看護職出身の国会議員として看護職の皆

様の為、また弱者の方の為に精一杯努めさせて頂く所存でございます。 

財政再建と景気回復が同時に必要とされる中、社会保障改革も進められていきます。 

看護職における活躍の場の拡大の好機でもあります。 

働く女性の 17 人に 1 人が看護職です。個性と能力を発揮し女性が輝く社会

には看護が輝く働き方が必須です。 

看護職の皆様が、現場が良い方向へ変わった！看護職になって良かった！と実

感して頂けるよう引き続き努力してまいります。 

輝かしい年でありますようご祈念申し上げます。 
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 参議院議員 髙階 恵美子 
みなさまお健やかに新年をお迎えのことと存じます。 

平素より看護政策の推進にご尽力賜り誠にありがとうございます。 

昨年は、豪雪災害被災者の救済措置として歴史上初めて看護師国家試験が追加実施さ

れ、雇用保険法や医療介護法など看護界に関連する複数の法律が成立した大変印象深い

一年でした。 

2 年ぶりとなった師走の総選挙では、看護界から2 人の衆議院議員が誕生し、看護系

国会議員数は過去最多となりました。自民党看護問題対策議員連盟会員数は350名を超

え、いまや最大規模の勢力を誇っています。これもひとえに、日本看護連盟の会員ひと

り一人のたゆまぬ努力と組織の結束力の賜と大変心強く感じております。 

確たる信念のもとに集い鍛えてきた私たち看護連盟の政治基盤は、政権与党を支持する多くの方々の信頼を得

て、さらに盤石な体制へと進化しています。こうした後ろ盾のもと、私たかがい恵美子も、昨年 9 月に厚生労働

大臣政務官を拝命し、現在は年金、労働、雇用、子ども子育て分野を担当させていただいております。また、政

府の政務官会合においては「高齢者の活躍と支援に関する政策」検討チームの世話役に指名されました。新たな

政策づくりにチャレンジする機会を与えていただいたことに感謝しつつ、これからも最大限の努力を続けてまい

ります。みなさまのご健康とご多幸を心から祈念し、年頭のご挨拶といたします。今年もよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

参議院議員 石田 まさひろ 
和歌山県看護連盟の皆様、新年あけましておめでとうございます。今年が皆様にとり

すばらしき一年になりますよう、心からお祈り申し上げます。 

今年は引き続き、医療サービス提供体制、医療保険制度、介護保険制度など、社会保

障制度改革の基礎となる具体的な施策が進んでいきます。10月には特定行為に係る看護

師の研修制度や離職看護職免許の届出制度などがスタートし、看護職の役割が拡大する

とともに、看護職員確保対策の充実が図られます。 

医療のあり方が大きく変化する中、専門職として質の高いケアを提供するため、看護

職ひとりひとりが政策に積極的に参画し、ともに力を発揮してまいりましょう。 

国民の皆様が健やかで安心した暮らしができるよう、そして私たち看護職がやりがいを感じ、誇りを持って働

く環境作りのため、地に足を付け一歩一歩活動を続けて参ります。引き続き、暖かいご支援ご指導賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 
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開催日 平成26年11月4日（火） 

会 場 勤労福祉会館 プラザホープ 

  
 

 午前１０時よりリーダー研修があり、和歌山県看護連盟松浦会長が講師となり、看護連盟の活動につ

いて詳しく説明があり、各施設でのリーダーの役割の重要性をわかり易く説明があった。 

 

 午後からは、本部より竹澤日本看護連盟幹事長を迎え県別会議がおこなわれました。竹澤幹事長は、

第２４回参議院選挙に向け、組織固めをし、全国に７００近くある支部を中心に活動をすすめていく事

が重要であると話されました。和歌山県看護連盟としては、平成２８年までに、会員数２５００名協会

比率４０パーセントを目指す。看護協会と連携し、支部の特徴をふまえた数値目標を設定し、支部中心

に活動していく事になった。 

 

 

 

 
会長 松浦 三代 副会長 木村 和子 幹事長 前田 香代 幹事 山本 喜久子 

幹事 福壽 和美 幹事 原 紀子 幹事 岩橋 杉子 幹事 南 美枝子 

幹事 澤越 純子 幹事 久保 節子 幹事 宮本 かすみ 幹事 小松 仁美 

幹事 並松 睦世 幹事 田畑 博子 監事 河原 恵子 監事 岡野 政恵 
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和歌山県看護連盟青年部部長 川村 健太 

 

みなさんこんにちは。青年部の川村です。私も青年部に入るまでは看護と政治については全く無知で私たち看護師が今

当たり前のように働いている職場環境が連盟や国会議員の活動によって改善されてきたことを知りませんでした。若手

は関係ないことだと思っていましたが、看護連盟に入会してさまざまなベッドサイド問題があることを知り、それに対

して現在どういう取り組みをしており、どう解決していくのか、また私たちはどうすればいのかなどを、今では和歌山

県だけでなく全国の青年部の同志たちと看護の未来について話をする機会がもてるようになりました。 

 青年部は現在７名で活動していますが、和歌山県は北から南まで広いので各支部で青年部の拡大を考えています。興

味を持った方は私たちと一緒に青年部で活動してみませんか？気軽にお声かけください。 

 

・来場者数のべ1 万2250 人で開催された地域活性化イベント「紀州夢祭り」の職業体験ブースにおいて、和歌山県

看護連盟青年部で看護師の職業体験として出店しました。地域の人やたくさんの子供たちに看護師の仕事の大切さや看

護連盟という団体について理解してもらうことができました。 

 

・男性看護師研修では福島県看護連盟青年部のみなさんを招いて災害時の看護師の役割や災害時どのような状況であっ

たかや、ベッドコントロールについてなど、貴重な体験談なども含めて抗議していただき、また南海大震災の時に男性

看護師には何ができるのかなどを出席していただいた男性看護師とともにグループワークを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の予定】 

・近畿ポリナビワークショップ開催について 

２月に大阪で開催されるポリナビワークショップ近畿ブロックに向けて２府４県の青年部実行委員が集まり会議してい

ます。 

ポリナビとは、「Politic Navigators' Network」の略です。 

 ポリナビでは「政治」「政策」の学びを通して、自分達にできることを模索し、 

 日本の保健福祉医療を今より 素敵なものにすることを目指す 

 ２０歳代連盟会員を中心とした集まりです。 ※気持ちが２０代であれば、３０、４０歳代の方も歓迎です！ 

・学校訪問 

看護師は政治への関心が薄いのが現状です。 

他府県では現役看護師だけではなく、看護学生も学生会員として看護師のベッドサイド問題を共に考え、学生同士や現

役看護師も含めて活動してくれています。 

和歌山県看護連盟青年部も学校訪問し、より学生に近い若手の立場から政治が身近にあり、その大切さを伝えることが

できれば幸いであると考えています。共に活動してみませんか？  
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会員の皆様、明けましておめでとうございます 

昨年は会員の皆様にはあたたかいご支援を頂きありがとう 

ございました。今年も連盟活動へのご支援をよろしくお願い申し上げます。 

広報委員一同 

 

 

 

                      広報委員一同 

 

日 本 看 護 連 盟 会 費 5,000円 
和歌山県看護連盟会費 3,000円 

 
計 8,000円 

皆様のご入会を 

お待ちしております。 
 

○ホームページ開設のお知らせ 

URL http://www.kangorenmei-wakayama.jp 

 

○連盟事務所移転 

平成２６年１０月１日 下記住所に移転しました 
和歌山市太田４－１１－１８ リベラルパレス太田５０１ 

電話 ０７３－４８８－６５７５ ＦＡＸ ０７３－４８８－６５８０ 

 

○新年年賀会 平成27年1月24日 ホテルグランヴィア和歌山 

 出席予定者 国会議員 県会議員 看護部長 副看護部長 役員 


